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行動計量学会と伴走してきた前半生 
 

猪口 孝 

  2017年の日本行動計量学会年次大会（於静岡県

立大学）で名誉会員の栄誉を受けました．ありが

たいことです．いままでの学者としての前半生を

振り返ってみると，日本行動計量学会の伴走をし

ていたような気分です．本当の選手でも控えでも

なく，その脇を時々余所見しながらでした． 

私は1960年代前半に東京大学の学生でした．思

うところあって教養学科に進学しました．大学院

では，まだ出来たばかりの国際関係論を専攻しま

した．ところが，修士課程に進学してしばらくす

ると大学紛争が煙を出しはじめ，修士論文をやっ

と書き上げた頃には本格的な紛争に発展していま

した．まもなくそこら中で大火事となり，すべて

が停止していました．その間，故柳井晴夫氏など，

のちに学会の指導者になる方々と，多変量分析な

どの教科書を読み，森口繁一教授などの教科書で

フォートランのプログラミングを学びました．博

士課程で授業料を払いながら，授業は何もなくウ

ロウロしていました．これではどうにもならない

とすぐに思い，米国に留学しました．実はフルブ

ライトの試験には落ち，米国の20余りの大学に自

薦で申請し，1割位の大学から入学許可と授業料

免除の幸いを得ました．大きな転機でした． 

行動計量学会の伴走者に多分相応しく，いろい

ろな主題に取り組み，データの種類や分析方法も

フロンティアを開拓するかのように歩みを進めま

した． 

中国，ソ連，北朝鮮の政権党の新聞を，1960年

代の6年間分，指導者間の祝電を悉皆的に内容分

析し，数量化 3類・4類を使って分析し，これら

三国間の友好・敵対の動態を分析しました．今だ

ったら，PythonやRなどを使っただろうと思いま

す．日本とソ連のサケ・マス漁業交渉（1957・1977

年）の妥結高を，回帰モデルと状態空間モデルを

使って，交渉中だった1977年の妥結高をかなりの

精度で予測しました．今だったら，米国の保護主

義関税・報復関税の相互作用で20世紀全体をみる

ようなモデルをつくろうとするのではないでしょ

うか．さらに，日本の経済景気状況を，単純な回

帰モデルを使って，国民の政府支持と関連づける

いくつもの政治経済モデルを，日本の経済政策は

米国の政治経済学者の言うような経済を政治的に

動かそうとするようなモデルではなく，経済をあ

たかも波乗りするような政策（Surfing over 

Economic Waves）という説を唱えました．今だっ

たら，世界中の中央銀行の量的緩和のなかの投機

家の行動様式を，各国の年率成長率と対ドル為替

レートなどからモデルをつくるのではないでしょ

うか．選挙に提示される各政党の政策マニフェス

トの内容分析から，日本政治の対立軸を因子分析

で明快に示すことができました．今だったら，や

はり大量の文書データを，PythonやR を使って

政党指導者のプロファイリングを試みるのではな

いでしょうか． 

アジア32ヵ国で「生活の質」の世論調査を大規

模に実施した際には，毎日の生活について 16のア

イテムの満足を各国ごとに因子分析し，「生き残り」

「社会関係」そして「公的権力」の三次元を抽出

し，三の次元の大きさ（固有値でみる）からみて，

アジア社会は 6個の類型に分けて考えるとアジア

がよく理解できると議論しています． 

米国大統領選挙で非米国市民でも米国大統領選
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挙に投票できるとしたらクリントンかトランプか，

というウィン／ギャラップ・インターナショナル

の全世界世論調査データを使って，トランプ支持

者のプロファイリングを今試みています．第二次

世界大戦後の 120の多国間条約を体系的に分析し，

デジタリゼーションとグローバリゼーションが着

実に進展し，地球の各社会の相互依存性と相互脆

弱性が高まっている時，各主権国家の多国間条約

参加・不参加はどのような次元をみたら説明でき

るか，8個の疑似条約参加行動を提示し，行動の

スピード，状況認識の角度，そして多数団結ない

し相互拘束のどちらかの戦略という三次元で動い

ているモデルを提示しています． 

社会科学でも様々な分析方法が使われています

が，私の今までの経験からみると，(1)分析の目標

は何かを正しく明確に設定すること，(2)分析対象

の性質や背景についてとことんまでよく調べて知

ること，がとても重要な気がします．Warren 

Weaver（1948）のAmerican Scientistの論文をみる

と，見通しの良かった学者だと思います．世の中

には，(1)単純性（ニュートン力学のような），(2)

非組織的複雑性（ボーアの量子力学のような大量

で，しかも基盤が変幻自在〔0と1は共存〕な物

質を対象），(3)組織的複雑性（生物科学や生命科

学の対象とする生体）をもついろいろな分析対象

があります．分析対象にマッチした分析方法を取

らないと，どうしようもありません．(3)組織的複

雑性の性格をもつ分析対象は，特に一筋縄ではい

きません．考えてみれば，ウィリアム・ペティの

『政治算術』に始まった経済学は，19世紀と20

世紀にいつの間にかニュートン力学のような物理

学にならった方法を使いすぎたのではないでしょ

うか．行動経済学という新しい分野がどこまでい

けるのか，データ科学がどこまでいけるのか，し

っかりとみていきたいと思います． 

どのような分析対象，どのようなデータ，どの

ような分析方法にするか，いつになっても悩みな

がら過ごす毎日です． 

 

 

 

 

 

猪口 孝 

（いのぐち・たかし） 

桜美林大学アジア文化研

究所所長兼特別招聘教

授・東京大学名誉教授 

東京大学教養学部卒業，マサチ

ューセッツ工科大学博士号取

得．国際連合大学上級副学長・

国連事務次長補，前新潟県立大

学理事長兼学長などを歴任． 

 

 

運営委員会より 

 

第104回行動計量シンポジウムのお知らせ 

 

「確率的グラフィカルモデルの最近の話題」代表

者: 鈴木 讓 (大阪大学) 

 

人工知能学会合同研究会(人工知能基本問題研究

会)と共催 

11月23日(金) 9:30-17:45 

慶應義塾大学矢上キャンパス (横浜市港北区) 

 

植野真臣 「ユーザー知識を反映するベイジアンネ

ットワーク学習」 

鈴木讓「RパッケージBNSLで，大規模なグラフを

構成する」 

玉田嘉紀「ベイジアンネットワークの構造推定ア

ルゴリズムの研究と医療データ解析への応用」 

本村陽一「確率的グラフィカルモデリングを活用

した次世代人工知能技術の展開」 

湊真一「グラフ・列挙・確率に関わる離散構造処

理アルゴリズムの最近の研究トピックについて」 
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資料アーカイブス委員会からのお知らせ 

資料アーカイブス委員会委員長 

松本渉（関西大学） 

 

小生が委員長に就任したことにつきましては，

前号にておしらせいたしました．副委員長および

委員には，以下の方々にご就任頂きました． 

 

副委員長 

山岡 和枝（帝京大学） 

委員（50音順） 

齋藤 朗宏（北九州市立大学） 

鈴木 督久（株式会社日経リサーチ）  

角田 弘子（日本ウェルネススポーツ大学） 

中山 厚穂（首都大学東京） 

朴  堯星（統計数理研究所） 

林   文（東洋英和女学院大学）  

松田 映二（埼玉大学） 

松原  望（聖学院大学）  

森本 栄一（株式会社ビデオリサーチ）  

吉野 諒三（統計数理研究所） 

【敬称略】 

 

学会の資料の収集あるいは電子的なアーカイブ

スの構築に必要と考えられる方々を中心にご就任

をお願いいたしました．3年間，どうぞよろしく

お願い申し上げます． 

 

 

 

広報委員会より 
広報委員会委員長 

 尾崎幸謙（筑波大学） 

 

新体制の発足 

 6月1日より，新体制による広報活動がスタート

しました．会報小委員会，インターネット小委員

会に加えて，SNS戦略小委員会を設け，SNSによる

広報活動に力を入れていく予定です． 

 

学会 Webページの整備・更新 

Web ページの整備・更新を行いました．第 46

回大会や関連学会，協賛イベントについての案内

などのお知らせを掲載いたしました．今後も会員

の皆様に有益な情報が提供できるよう引き続き

Webページの整備・更新を行っていきたいと思い

ます． 

 

メールニュースの配信 

 2018 年度のメールニュースの配信状況は下図

の通りです．毎月同程度の配信数で推移し，若干

の変動はありますがおおむね前年度の配信数と同

程度となっております． 

広報委員会では，会員に関係があると思われる

シンポジウム，セミナー，公募情報(賛助会員企業

の求人情報も含む)などの情報を含め，会員の皆様

から情報提を募集しております．広報依頼の受付

のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 
から情報をお寄せ下さい． 

 

 
メールニュースの配信数 

 

 

他学会・協会向け広報活動 

 第 46 回大会に関する他学会・協会向け広報活

動を広報委員会を中心として行い，20 程度の学

会・協会で会員向けMLなどによる情報提供を行

って頂きました． 

 皆様の加入されている学協会で，本学会の行事

をご案内できる場としてお薦めのものがございま

したら，広報委員会までご連絡ください．今後の

広報活動の参考にさせて頂きます． 
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学会 Facebookでの情報提供 

学会 Facebook では日本行動計量学会に直接関

係する情報について学会ホームページの新着情報

が更新された際に対応するお知らせ記事を投稿し

ています．お知らせや記事をご覧になりましたら

是非記事を「シェア」していただきますようお願

いいたします．「シェア」していただけますと情報

共有の面で有用と思います． 

 

学会 Twitterでの情報提供 

 本原稿執筆時点では未開設ですが，学会

Twitter を開設し，大会情報や新着論文等につい

て情報提供を開始する予定です．こちらにつきま

しても，開設されましたら「フォロー」をぜひお

願い致します． 

 

 

【シリーズ海外レポート㉒】 

ミシガン大学滞在を振り返る② 
 

松本 渉（関西大学） 

 

前回の海外レポート（会報 156 号掲載）では，

統計数理研究所で助手をしていた 2005 年から

2006 年にかけてミシガン大学のあるアナーバー

に滞在していたことを書こうとしたのですが，「海

外先進教育研究実践支援プログラム」の申請と採

択のドタバタ話ばかりで，出国したところで終わ

ってしまいました．今回は，入国してからのお話

を書きたいと思いますが，そもそも前回のレポー

トについてツッコミどころがいくつかあったよう

です．あらかじめ数点おこたえしておきます． 

・Q1. 経歴の「2012～2017 年度刊行物委員」は

間違いではないか？ 

⇒そうです申し訳ありません．実際にはこのよう

な指摘はありませんでしたが，訂正をいたします

（156号p.8左）． 

（正）2012～2014年度刊行物委員．2015～2017

年度資料アーカイブス委員． 

・Q2. 今の職場では在外研究に行けないのか？ 

⇒職場の制度を使って行くこともできます． 

・Q3. そんな急に引っ越しできるのか？ 

⇒東京の賃貸マンションは借り続け，普通に海外

出張にいくだけの荷物をもって出国しました．も

ともと一時帰国する研究計画書だったので 10 月

下旬に一時帰国し，荷物をまとめて送りました． 

・Q4. 年度末までのプログラムなのに半年ではな

く11カ月近くいるのではないか？ 

⇒後述します． 

さて入国後のお話です．前号で書いたように，

現地での住居は，着いてから大学周辺の不動産屋

に案内してもらってその場で住まいを決めました．

ディポジットは払ったと思いますが，日本と違っ

て保証人不要なのが簡単で良かったですね．9 月

下旬とはいえ夜は寒かったのですが，本格的な買

い物をする場所も分からなかったので，近所のお

土産店で売っていた毛布だけで過ごしました．「俺

は凍え死ぬのか…」と思いましたが，建物全体に

暖房がきく仕組みだったので，朝起きると暖かく

て助かりました．ディポジットも全額返ってきた

と記憶します．あの年末の惨劇にもかかわらず・・． 

2005 年 12 月 28 日のことです．トイレの水がと

まらなくなり，どういうわけか水があふれだして

部屋中が水浸しになるという事件が起きたのです．

急いで不動産屋に電話するものの当時の英語力で

は緊急性が伝わりません．サウスユニバーシティ

ーストリートでの対応があるから人を回せないと

いった返答なのでした．そうこうするうちに隣室

にまで浸水したらしく，黒人男性が大騒ぎして廊

下に登場しました．CMB（不動産屋）に電話した

が断られたことを話すとなんでだーと憤ります．

当然です．トイレに案内して状況を説明して水を

止めようと二人で悪戦苦闘するもやはり水は止ま

らず，お互いCMBに電話したり，再びトイレで

いろいろ試したりしているうちに，トイレの水が

止まりそうになってきたという次第です． 

少ししてからCMB のスタッフたちが続々と登

場．トイレの不良個所を直し，強力な掃除機を取

り出して部屋中の水を吸水して，部屋の絨毯を乾

燥させ始めたのである．最初自分が余計な箇所を

操作したのじゃないだろうかみたいな罪悪感があ

ったのですが，ずいぶんと立派な装置類が次々と

手際よく出てくるのをみると，実はよくあること

なのかもしれないという思いにかられました． 

部屋が完全に復旧するには数日を要したので，

そのままいけば濡れた絨毯を乾燥させるために回

り続ける扇風機と乾燥のための装置類に囲まれて
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過ごすという奇妙な年末年始を迎えるだけでした

が，幸いにももう少しまともなアナーバー（図1）

での年越しとなりました．たまたま政治学や社会

心理学を中心とする日本人の大学院生のグループ

のメンバーの年越しの集まりに誘われたからです． 

  

 

図１ 冬のミシガン州アナーバー 

 

入国当初，ミシガン大学の中で日本人と知り合

おうとは思っていませんでした．日本人を避けて

いたわけではないのですが，半年しかない中で日

本人という理由だけで人付き合いをするほどの時

間はないと考えていたからです．が，そんな私を

クーパー先生も見かねたのでしょう．10月に入る

と，当時ミシガン大学にも籍があり東京大学の教

員でもあった秋山教授と話をするようにすすめら

れました．さらに，Thanksgiving Dayの際に，

秋山教授ご夫妻から，さきほどの日本人大学院生

らの一部を紹介され，上述のグループの集まりへ

とつながっていきました（その後，彼らは国内外

の研究者として各分野で活躍）． 

さて，いまさらですがミシガン大学についても

触れたいと思います．言わずと知れた中西部にあ

るビッグテンのひとつでもあり，各分野で有名だ

と思いますが，私が客員としてお世話になった

ISR (Institute for Social Research)は，長らく私

にとってはICPSR (Inter-university Consortium 

for Political and Social Research)のあるところ

という位置づけでした．とりわけ学生時代には，

ICPSR かエセックス（英国）かという風に選ぶ，

統計手法を集中的に学べるサマースクールの選択

肢の一つだったのです．無論初代所長であるレン

シス・リッカートの功績も忘れてはいけません． 

ICPSR のサマースクールは分析手法がメイン

ですが，クーパー先生たちの Survey Research 

Centerのサマースクール（Summer Institute in 

Survey Research Techniques）もあります．こち

らは調査技法の習得がメインです． 

 

  
図２ 個人スペースに入る手前の相部屋の入口 

 

調査技法について学ぶ大学院のプログラムもあ

ります．図2はそこで学ぶ大学院生が研究のため

に使うスペースです．そのスペースを通り抜けた

先にガラス張りの個人スペースがあり，そこを研

究室として使うことが許されました．実は完全な

部屋ではなく，隣のスペースとは間仕切りなので

すが，ファカルティーメンバーのお一人の

Eleanor Singer先生（2017年6月他界）が隣の

スペースを使っておられました．そこまでの高待

遇を受けられるとは思っていなかったので，大変

驚き感激したことを覚えています．当時取り組ん

でいたSurvey Methodology (Groves et al, 2004)

の翻訳の私の担当箇所の一つは Singer 先生の執

筆箇所もあったのでその点でも便利でした． 

 

  

図３ 当初ミシガン大学で利用した個人スペース 
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 しかし，私にとっては初めての長期の海外滞在

でした．3 か月ぐらいで大体生活も落ち着き，英

語にも慣れてきたのですが，予定通り3月に帰国

するのであれば，残り3か月で折り返しになって

しまいます．年末の惨劇のあった同じ日12/28に

当時の研究所の上司であった坂元先生に何とか

ICPSR のサマースクールのある夏まで滞在を許

されないものか打診のメールを書きました． 

 

  

図４ ICPSR2006のシャツの一部 

（2018年8月撮影） 

 

松本渉（まつもと・わたる） 

関西大学総合情報学部教授 

東京大学大学院新領域創成科学研究

科博士後期課程修了．博士（国際協

力学）．統計数理研究所助手・助教を

経て，2010年4月関西大学総合情報

学部准教授，2017 年 4 月より現職．

2009～2017 年度日本行動計量学会広報委員．2009 年度～日

本行動計量学会理事．2012～2014年度同広報委員会委員長・

組織検討委員・大会担当委員．2012～2017 年度刊行物委員．

2014 年度同選挙管理委員長．2015～2017 年度同大会担当委

員会委員長，和文誌副編集委員長．2018年度～資料アーカイ

ブス委員会委員長． 

 

  

 

 

 

 

 

理事会議事録 

 

日本行動計量学会 2018年度第 1回理事会議事録 

 

日時：2018年 4月17日（火）18：00～19:30 

場所：大学入試センター3階視聴覚室 

 

議事進行：植野真臣理事長 

出席者：岩崎学，植野真臣，大森拓哉，岡太彬訓，

岡田謙介，尾崎幸謙，菊地賢一，椎名久

美子，繁桝算男，鈴木讓，竹村和久，芳

賀麻誉美 (12名) 

委任状12名 

陪席者：村上隆監事 

 

資料 

1. 2017年度第 6回理事会議事録案 

2. 2018年度理事当選人会合議事録案 

3. 理事・監事名簿 

4. 交付内定通知 

5. Behaviormetrika, Royalty 

 

議事 

議事に先立ち，開始時点で出席者21名（理事出

席 9名，委任状 12名）であり，理事会が成立して

いることが確認された． 

 

1. 議事録確認 

資料 1，2にもとづき，2017年度第 6回理事

会の議事録，2018年度理事当選人会合の議事録

が承認された． 

 

2. 追加理事・委員長・担当理事の選任 

・追加理事の選任 

植野理事長より，追加理事の提案があり，承

認された．追加理事の5名については，事務局

から就任の意思を確認することとなった． 

・委員長，担当理事の選任 

植野理事長より，下記のとおりの人選が提案

され，承認された．各委員については，次回理

事会までに各委員長が提案し，理事会にて承認

することを確認した． 
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編集委員長     岡太彬訓 

和文誌編集委員長  星野崇宏 

欧文誌編集委員長  植野真臣 

運営委員長     鈴木讓 

広報委員長     尾崎幸謙 

組織検討委員長   繁桝算男 

大会担当委員長   大森拓哉 

資料アーカイブス委員長     松本渉 

学会賞選考委員長  岩崎学 

柳井レクチャー委員長  吉野諒三 

イノベーション委員会  岡太彬訓 

事務局長      菊地賢一 

統計関連学会連合担当理事 岡太彬訓，       

菊地賢一 

 

3. 事務局報告 

・入会・退会・種別変更の承認 

菊地事務局長より，回覧資料にもとづき，入

会，退会，会員種別変更の申請について報告が

あり，承認された． 

・科研費交付内定 

  菊地事務局長より，応募していた科研費（国

際情報発信強化（B），5 年間）が採択された

ことが報告された．これに伴い，国際ワークシ

ョップの開催，欧文誌バックナンバーの

Springer社への移行を行うこととなった． 

・Behaviormetrika印税収入 

菊地理事より，欧文誌Behaviormetrikaの印

税収入について報告があった．今後印税の配分

比率について，Springer 社と交渉することと

なった． 

 

4. その他 

・次回理事会は 5月中に開催することとし，日程

は事務局で調整する．場所は大学入試センター

3階視聴覚室の予定である． 

以上 

 

 

 

 

学会協賛イベントについて 

     事務局長 菊地 賢一（東邦大学） 

 

承認日 協賛イベント 開催年月日 

2018年 

7月27日 

第21回情報論的学習

理論ワークショップ 

(IBIS2018) 

2018年 

11月 4日-7

日 

2018年 

6月20日 

人文科学とコンピュ

ータシンポジウム

「 じ ん も ん こ ん

2018」 

2018年 

12月 1日-2

日 

2018年 

6月6日 

第61回自動制御連合

講演会 

2018年 

11 月 17 日

-18日 

（2018 年 6 月 6日～7 月 27日承認のもの） 

 

 

関連学会等カレンダー 

＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 

（開催日順に掲載） 

＊最新情報については各学会のホームページ等で

ご確認下さい． 

 

☆第 34 回ファジィシステムシンポジウム / 

FSS2018 

開催日：2018年9月3日（月）～9月5日（水）  

開催場所：名古屋大学東山キャンパス 

http://fss2018.j-soft.org/ 

 

☆第20回日本感性工学会大会  

開催日：2018年9月4日（火）～6日（木） 

開催場所：東京大学工学部二号館 

https://www.jske.org/taikai/jske20 

 

☆第28回日本家族社会学会大会 

開催日：2018 年9月8日（土）・9日（日）  

開催場所：中央大学多摩キャンパス  

http://www.wdc-jp.com/jsfs/conf/2018/ 

 

 

 

http://fss2018.j-soft.org/
https://www.jske.org/taikai/jske20
http://www.wdc-jp.com/jsfs/conf/2018/
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☆日本グループ・ダイナミックス学会第65回大会  

開催日：2018年9月8日（土）・9日（日）  

開催場所：神戸大学文学部  

http://www2.kobe-u.ac.jp/~yohtsubo/jgda2018/ 

 

☆2018年度統計関連学会連合大会   

開催日：2018 年9月9日（日）～13日（木）  

開催場所：中央大学後楽園キャンパス  

http://www.jfssa.jp/taikai/2018/ 

 

☆第91回日本社会学会大会   

開催日：2018年9月15日（土）・16日（日）  

開催場所：甲南大学岡本キャンパス  

http://www.gakkai.ne.jp/jss/2018/09/15000000.p

hp 

 

☆第32回日本音声学会全国大会  

開催日：2018年9月15日（土）・16日（日）  

開催場所：沖縄国際大学  

http://www.psj.gr.jp/jpn/annual-convention/32n

d_2018 

 

☆日本教育心理学会第60回総会  

開催日：2018年9月15日（土）～17日（月）  

開催場所：慶應義塾大学日吉キャンパス独立館   

https://confit.atlas.jp/guide/event/edupsych2018

/top 

 

☆第 34 回情報論的学習理論と機械学習 

(IBISML)研究会  

開催日：2018年9月20日（木）・21日（金）  

開催場所：福岡工業大学 

http://ibisml.org/ibisml034 

 

☆2019年度組織学会年次大会  

開催日：2018年9月22日（土）・23日（日） 

開催場所：小樽商科大学 

https://confit.atlas.jp/guide/event/aaos2019s/top 

 

☆第42回社会言語科学会研究大会  

開催日：2018年9月22日（土）・23日（日）  

開催場所：広島大学東広島キャンパス  

http://www.jass.ne.jp/another/?page_id=2 

 

☆計量国語学会第62回大会   

開催日：2018年9月29日（土） 

開催場所：京都教育大学藤森学舎  

http://www.math-ling.org/ 

 

☆日本政治学会 2018年度総会・研究大会  

開催日：2018年10月13日（土）・14日（日）  

開催場所：関西大学千里山キャンパス  

http://www.jpsa-web.org/event/2018.html 

 

☆日本語学会2018年度秋季大会   

開催日：2018年10月13日（土）・14日（日） 

開催場所：岐阜大学 

https://www.jpling.gr.jp/taikai/2018b/ 

 

☆日本国際政治学会2018年度研究大会  

開催日：2018年11月2日（金）～4日（日） 

開催場所：大宮ソニックシティ 

http://jair.or.jp/event/2018index.html 

 

☆第 21 回情報論的学習理論ワークショップ 

(IBIS2018) 

開催日：2018年11月4日（日）～7日（水）  

開催場所：かでる 2．7（北海道民活動センター）, 

http://ibisml.org/ibis2018/ 

 

☆日本計算機統計学会第32回シンポジウム   

開催日：2018年11月10日（土）・11日（日）   

開催場所：滋賀大学彦根キャンパス  

http://jscs.jp/sympo/32/ 

 

☆第61回自動制御連合講演会   

開催日：2018年11月17日（土）・18日（日） 

開催場所：南山大学名古屋キャンパス  

https://rengo61.iscie.or.jp/ 

 

☆第104回行動計量シンポジウム 

開催日：11月23日（金）  

開催場所：慶應義塾大学矢上キャンパス  

http://www.bsj.gr.jp/event/sympo/sympo101-110.html 

 

 

 

http://www2.kobe-u.ac.jp/~yohtsubo/jgda2018/
http://www.jfssa.jp/taikai/2018/
http://www.gakkai.ne.jp/jss/2018/09/15000000.php
http://www.gakkai.ne.jp/jss/2018/09/15000000.php
http://www.psj.gr.jp/jpn/annual-convention/32nd_2018
http://www.psj.gr.jp/jpn/annual-convention/32nd_2018
https://confit.atlas.jp/guide/event/edupsych2018/top
https://confit.atlas.jp/guide/event/edupsych2018/top
http://ibisml.org/ibisml034
https://confit.atlas.jp/guide/event/aaos2019s/top
http://www.jass.ne.jp/another/?page_id=2
http://www.math-ling.org/
http://www.jpsa-web.org/event/2018.html
https://www.jpling.gr.jp/taikai/2018b/
http://jair.or.jp/event/2018index.html
http://ibisml.org/ibis2018/
http://jscs.jp/sympo/32/
https://rengo61.iscie.or.jp/
http://www.bsj.gr.jp/event/sympo/sympo101-110.html
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☆システム・情報部門学術講演会2018(SSI2018)  

開催日：2018 年 11 月 25 日（日）～27 日（火） 

開催場所：富山国際会議場  

http://ssi2018.sice.or.jp/ 

 

☆ANPOR Annual Conference 2018  

開催日：2018 年 11 月 27 日（火）～30 日（金）  

開催場所：Prama Grand Preanger，Bandung, Indonesia.  

https://www.anpor.net/bandung2018/ 

 

☆QOL/PRO研究会 第6回学術集会  

開催日：2018年12月1日（土）  

開催場所：東京会場予定  

http://qol_pro.umin.jp/syukai.html 

 

☆人文科学とコンピュータシンポジウム「じんも

んこん2018」 

開催日：2018年12月1日（土）・2日（日） 

開催場所：東京大学地震研究所（東京都文京区） 

http://jinmoncom.jp/sympo2018/ 

 

☆日本マーケティング・サイエンス学会第104回 

研究大会   

開催日：2018年12月1日（土）・2日（日）  

開催場所：株式会社電通 電通ホール  

http://www.jims.gr.jp/ 

 

☆The 11th International Conference of the 

ERCIM WG on Computational and 

Methodological Statistics (ERCIM 2018)  

開催日：2018年12月14日（金）～16（日）  

開催場所：University of Pisa, Italy.  

http://www.cmstatistics.org/CMStatistics2018/ 

 

 

 

 

 

会員の著書等 

 

浅川雅美（著）『視聴印象が媒介するテレビCM

への態度の形成―広告効果の実証的分析』，風間書

房，2018年2月 

 

 

 

白石高章・杉浦洋（著）『多重比較法の理論と数値

計算』，共立出版，2018年4月 

 

 

 

 

 

 

http://ssi2018.sice.or.jp/
https://www.anpor.net/bandung2018/
http://qol_pro.umin.jp/syukai.html
http://jinmoncom.jp/sympo2018/
http://www.jims.gr.jp/
http://www.cmstatistics.org/CMStatistics2018/
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朝野熙彦（著）『入門多変量解析の実際』，ちくま

学芸文庫，2018年5月 

 

 

 

楠見孝（編著）『教育心理学（教職教養講座 第8

巻）』, 協同出版，2018年5月 

 

 

 

 

 

 

 

松原望（著）『ベイズの誓い―ベイズ統計学はAI

の夢を見る』，聖学院大学出版会，2018年6月 

 

 

 

岡田涼・小野寺孝義（編著）『実践的メタ分析入門

―戦略的・包括的理解のために』，ナカニシヤ出版，

2018年7月 
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日本民間放送連盟・研究所（編）／渡邊久哲・森

本栄一ほか（分担）『ネット配信の進展と放送メデ

ィア』，学文社，2018年7月 

 

 

 

 

 

学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ論

文として投稿して下さい．お待ちしております． 

和文誌：「行動計量学」 

〒108-8345 東京都港区三田2-15-45 

慶應義塾大学経済学部 

星野 崇宏 和文誌編集委員長宛 

E-mail: hoshino@econ.keio.ac.jp 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 

(JOI) DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo. 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 

Editorial Managerからご投稿下さい． 

https://www.editorialmanager.com/bhmk/defaul

t.aspx 

植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo.  

(ISSN)0385-7417（print version） 

(ISSN)1349-6964（electronic version） 

 

既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きについて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術

振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会欧

文誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動計

量学」に掲載された論文記事を創刊号（1974 年）

に遡って電子化し，JST で運用している電子アー

カイブサイト J-STAGEにて全文公開（無償での公

開）しております．電子アーカイブ化・公開には，

創刊号からの掲載論文の著作権行使（全文電子公

開）の同意を論文著者から得る必要があります．

1999年の総会以降刊行された論文については，著

作権は日本行動計量学会に帰属するよう規定が明

確に定められましたが，それ以前に掲載された記

事等の著作権は，明確に定められておりませんで

した．電子化し公開するに当たっては，各論文の

著者全員に，本学会への著作権委譲についての文

面をお送りし，多くの著者のご了解をいただきま

した．現在までにお返事をいただいていない著者

の論文は，本来は著者からの権利委譲を待つべき

ですが，「行動計量学」「Behaviormetrika」それ

ぞれ全体の研究上の利便性，研究者の利用の便宜

等を考えて，すでに電子化公開しております．著

http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY
http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY
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作権委譲についてお返事をいただいていない著者

で，電子化し公開することが不都合とお考えの方

は，和文誌，欧文誌それぞれの編集委員会までご

連絡下さるようお願いいたします．公開を中止す

るなど，学会として誠意をもって対応いたします．  

なお，著作権委譲について行いました手続き等

は会報123号（2009年）に掲載され，学会のWEB

ページの「学会誌」の「著作権規定」の欄 

http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html 

に掲載されていますのでご参照下さい． 

 また，「Behaviormetrika」は，2017 年1月発

行の Volume 44, Number 1 よりシュプリンガ

ー・ジャパン社からの出版になりました．これに

伴ってVolume 44, Number 1以降はシュプリン

ガー・ジャパン社のWeb siteにおいて公開されま

す（非会員には有償）．Volume 43, Number 2以

前に掲載された論文は，従来通り JSTで運用して

いる電子アーカイブサイト J-STAGE にて全文公

開されます． 

 

 

ご連絡 

日本行動計量学会会員数（2018年8月7日現在） 

正会員       ： 729名 （海外5含む） 

準会員       ： 71名  

名誉会員      ： 19名  

賛助会員      ： 21社  

シニア会員     ： 38名  

計         ： 878名  

学会誌等寄贈先 ： 5件  

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳しく

は，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5  

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-5389-6209 Fax. 03-3368-2822 

 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 

 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています．

こちらへメールアドレスを新規登録，変更，削除

（メールニュースの配信停止）される場合は，ご

自身で，「会員向けメーリングリスト：登録・サー

ビスの詳細」のページ 

http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html 

に接続して，そこの指示にしたがって，マイペー

ジにログインして作業を行って下さい．よろしく

お願いします． 

（注意）2013年12月中旬より配信システムが変

更されています． 

 

マイページへのログイン 

 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用のパ

スワード＞を使用してログインします． 

 

会員専用ページへのアクセス 

 学会Webページの「会員のみなさまへ」の会報

の「最新版」，「バックナンバー」および「過去の

メーリングリストアーカイブ」（過去のメールニュ

ース）のページにアクセスする際には，以下のユ

ーザー名とパスワードの入力が必要となります． 

ユーザー名：bsj  

パスワード：1973 

 

求人情報の掲載について 

 大学及びそれに準じた組織（国立研究機関等）

の教員公募などの求人情報および賛助会員企業・

団体の求人情報は，ご依頼に応じて会報やメール

ニュースの記事としての掲載および学会ホームペ

ージからのリンクを行っています． 

 ただし，会員が所属する企業・団体であっても，

当該企業が非会員の場合，かつ大学及びそれに準

じた組織（国立研究機関等）でない場合には，求

人情報を記事として配信することはできません．

配信を希望される場合には，事前に賛助会員にな

って頂く必要があります． 

会報の広告欄への出稿（有料）については，賛

助会員であるかどうかにかかわらず，また求人広

告かどうかにかかわらず，お引き受けしています．

後述する方法でお申し込み下さい． 

 

 

 

http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html
http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html
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会報の広告欄への出稿について 

会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，以

下で受け付けています．ただし，広告は，学会の

目的に沿うものである必要があります． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-5389-6209 Fax. 03-3368-2822 

 

会報原稿募集 

広報委員会では，会員の方が最近発行された著

書(会報発行日に出版後2年を経過しないもの)や，

会員に関係があると思われるシンポジウム，セミ

ナー，公募情報(賛助会員企業の求人情報も含む)

などの情報を含め，会員の皆様から原稿を募集し

ております．広報依頼の受付のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

から情報をお寄せ下さい．なお，2011年度に，日

本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」が創

設されました．出版賞は，過去3 年程度の間に会

員によって刊行された優れた図書の著者・訳者が

対象となっています．本会報の「会員の著書等」

の紹介コーナーは，会員の方々が著書等を出版さ

れたことをアピールできる数少ない場であると思

いますので，優れた書籍の推薦や情報などをお寄

せ下さいますようお願いいたします．なお，会員

の方がご自身で出版された著書についてご連絡い

ただく際には，書誌情報とともに(出版社から入手

した)書影を後日お送りいただきますので，ご準備

下さい． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号159号の場合には10月末日）

にお寄せいただければ，直近号に掲載することが

可能です．それ以降に届いたものにつきましては，

内容を判断した上で，次号に回させていただきま

すのでよろしくお願い申しあげます． 

不明な点などございましたら，上述の広報依頼

の受付のページよりお問い合わせ下さい． 

※記事としての求人情報の掲載および広告の掲載

は，学会の目的に沿ったものに限ります． 

 

 

前号での誤りについてお詫びと訂正 

 前号での理事紹介において，森裕一先生の所属

先の記載に誤りがありました．お詫びして訂正い

たします． 

（誤）岡山理科大学総合情報部教授 

（正）岡山理科大学経営学部教授 

 

 

編集後記 

今号に寄稿いただいた皆様におかれましては，

紙面を借りて，お礼申し上げます．お忙しいとこ

ろ，ありがとうございました． 

今号は，6月に新たな広報委員会が発足して最

初の会報となります．新体制となった広報委員会

では，新たにSNSによる広報活動も開始しました．

本会報では，紙媒体ゆえの特徴を活かして，今後

も，皆様のお役に立てるような魅力ある充実した

会報となるように努めていきたいと考えておりま

す．ご意見，ご要望，その他会報に掲載すべきと

思われる情報などございましたら広報依頼の受付

のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

より，ご連絡下さいますようお願い申し上げます． 

(ふじた たいすけ，藤田 泰昌) 
 

題字：林知己夫 

 

広報委員会委員長：尾崎幸謙 

会報作成担当：藤田泰昌，石橋敬介，稲水伸行，岩間

徳兼，上野雄史，大﨑裕子，久保沙織，

水師裕，鈴木宏哉，登藤直弥，朴堯星，

袰岩晶，元山斉 

相談役：中山厚穂 
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